
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年（平成２７年）１１月発行  第５６号 

平成 27 年第３回定例会が 9 月 15 日か

ら 10 月 21 日までの会期で開催されまし

た。 

今定例会では、平成 26年度立川市一般

会計歳入歳出決算ほか 6 つの特別会計決

算を審議する決算特別委員会が設置さ

れ、私も委員として審議に臨みました。

一般会計の歳入決算額は約 800.6 億円で

市として初の 800億の大台となりました。

法人市民税が株高・円安などによる企業

収益の回復により、前年度比 10億円増の

58.4億円となっています。 

 

また私は 9月 18日の本会議の一般質問

で、①立川市のこれからのまちづくりに

ついて ②障がいのある方々・高齢者の

方々の支援について ③市公認キャラク

タ―“くるりん”の活用について、市長

の考えと今後の取組みをただしました。 

【平成 27 年第３回市議会定例会報告】 

秋空が美しい、一年の内で最も過

ごしやすい、私も大好きな季節とな

りました。皆様いかがおすごしでし

ょうか。 

私は現在最も関心を持って取組

むものの一つに、これからの人口減

少社会に対応した新しい街づくり

があります。市は第４次長期総合計

画に基づき、来るべき本格的な人口

減少社会に対応すべく準備を進め

ていますが、大きな課題の一つに、

市の公共施設のスリム化がありま

す。大半の施設が築４０年を超え、

大規模修繕や新たな建替えに迫ら

れていますが、今後の人口規模に見

合った適切な機能配置が求められ

ています。 

 公共施設の統廃合は、総論賛成・

各論反対になりがちですが、近未来

の立川市を担って頂く、現在の子ど

も達、これから生まれてくる子ども

達に、過度な負担を強いるようなこ

とがあってはならないと思います。 

 市民の皆様のご理解を得ながら、

時に厳しい決断に挑まなければな

らないと思いますが、精一杯頑張っ

て参ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主張  市が進める公共施設の第１期再編個別計画検討について、多くの市民によ

り早く丁寧に周知すべき 

 

◆主張  他市との隣接地域に住まわれる方にとっては、他市の公共施設が近い場合

がある。今後は広域連携を考え、他市との公共施設の相互利用についても、

考えていくべき 

★立川市のこれからのまちづくりについて 

概容、私の上記質問に対し、市は概ね、調査・研究、対応を進めるとの答弁をしまし 

た。私は今後も上記質問が確実に実施されていくよう努めて参ります。特に“かかり 

つけ薬局“の推進については、実現できるよう今後とも強く主張してまいります。 

★市公認キャラクター“くるりん”の活用について 

★障がいのある方々・高齢者の方々の支援について 

◆主張  障がいや加齢により、読書きが困難な方が多くなってきている。先進市を

習い、代読・代筆支援を行うボランティアの養成を図るべき 

 

◆主張  近年、高齢者等の薬の飲み残し、飲み忘れが大きな問題になっている。医

師会・薬剤師会と協力して、かかりつけ薬局の推進を図るべき 

◆主張  市の婚姻届けの用紙を、“くるりん”のデザインを描いたピンクの用紙にす

るよう工夫が出来ないか 

 

◆主張  子どもの貧困の問題がある。赤ちゃんが生まれた時に、記念品贈呈として、

“くるりん”のぬいぐるみのプレゼントが出来ないか 

 

◆主張  子ども達に人気のある“くるりん”は、保育園や幼稚園の入園式、運動会

等にこそ、多く出演すべき 

 

★第５週目の水曜日の資源ゴミ（雑紙等）の収集について 

◆主張  市は現在、第５週の水曜日は資源ごみ（雑紙等）の収集を行っていない。

燃やせるごみ減量の推進から、第５週も収集を行うべき 

 
★幸小学校区の学童保育所について 

◆主張  幸小学校区の学童保育所は、学校からの距離が離れている。学校内、もし

くは敷地内に設置すべき 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校用の給食共同調理場 

市議会定例会初日に、３選を果たした清水市長から

中学校給食について完全給食の実施を目指すこと

が表明されました。新たな学校給食共同調理場の整

備は、アレルギー対応も含めた安全・安心な給食が

提供できる総合的な体制を構築し、災害時用の食材

備蓄機能や災害発生後の応急給食提供機能を備え

た施設になる予定です。公明党会派としても、中学

校の美味しい給食の提供について訴えてきました

ので、早期に実現できるよう尽力して参ります。 

現在市では、次期“くるりんバス”の運行ル

ートについて最終検討を進めています。住民

の皆様からのご要望の多かった砂川町７・８

丁目の西武線沿いの運行については、最終候

補に残っています。運行可能かどうか交通管

理者等関係機関と協議が進められています。 

 

 

 

五日市街道（柏町３丁目付

近）Ｔ字路交差点に、街路

灯が設置されました。近隣

の方から設置の要望を受

けていたものです。都の北

多摩北部建設事務所に、相

談に伺っていたところ、こ

のほど実現しました。 

 

幸町５丁目、幸小学校西側

の私道で、道路補修が行わ

れました。近隣の方から、

“損傷が激しいので、是非

補修を”との要望を受けて

いました。地権者全員の方

の承諾の元、きれいになり

ました。 

砂川町８丁目 32 番のＴ字

路に、このほど”左折行き

止まり”の看板が設置され

ました。この先に都道に抜

ける市道があるのですが、

間違って入ってくる車が

多く、住民の方々から要望

を受けていたものです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 

  ◆市議会議員 

高口やすひこ励ます会 発行  

 

《公明党無料法律相談》 

・毎週水曜日（第５週を除く）14 時から 

・立川市錦町 1-4-4 立川ｻﾆｰﾊｲﾂ 301 

＊予約制です。詳細は高口やすひこまで 

 

公明党の山口代表は、１０月８日ソウル市内の青瓦台（大統領府）で朴槿恵韓国大統領と、

１０月１５日北京の人民大会堂で習近平国家主席と、それぞれ会談し、日韓・日中の関係

改善へ確かな一歩を踏み出しました。会談の実現は、平和安全関連法制が成立した直後で

すが、永年に渡る両国と公明党との熱い信頼関係が揺るぎないものであることを証明され

たものと思います。 

 

参議院議員。財務大臣政務官（第三次安倍内閣、第二次安

倍改造内閣）。公認会計士の視点から、年間約 700 億円以

上の利払い費節約などムダ削減を実現。党行政改革推進本

部公会計委員長として、地方公共団体の公会計制度や独立

行政法人改革など "財政の見える化"に尽力。党女性委員

会平和・環境 PT 座長として、地球環境と共存する持続可

能な低炭素、省エネ社会を目指し、再生可能エネルギー・

省エネルギーを推進。党女性委員会副委員長。1969年 北

海道・標津町生まれ、創価大学経済学部卒。 2010年 参議

院議員（東京選挙区）初当選。 

公式ウェブサイト http://takeya-toshiko.jp/ 

 


